
ゲノム解析を推進し、タンパク質、ＲＮＡ、糖鎖、脂質などの構造・機能の解明をすすめるとともに、*1
それらの相互作用を明らかにするネットワーク研究に取り組む。得られた膨大なデータを活用するバイオイ
ンフォマティクスを推進し、生命現象をシステムとして理解する研究に取り組む。また、ゲノム科学と既存
の生命科学分野を密接に連携させ、生命現象の統合的理解を促進する。

新規・拡充事業

①事 業 名 【４１】比較ゲノム解析プロジェクト

②主管課及び関 研究振興局ライフサイエンス課（課長：佐伯浩治）
（ ）係課 課長名

③施策目標及び 施策目標４－２ ライフサイエンス分野の研究開発の重点的推進
達成目標 達成目標４－２－１ 生命現象の解明に必要な基礎的知見の蓄積を図る。

④事業の概要 これまでゲノムの完全解読が行われた動物種はヒトをはじめ極めて限られており、こ
れまで解析されていない動物種のゲノム解読を進めるとともに、既存のゲノム解析デー
タを活用しながら、異なる種間のゲノムの構造と機能の比較解析を行うことにより、ゲ
ノム機能の解析を進める。

具体的には、進化上ヒトに至る動物種のうち、特に戦略的に取組むべきゲノムを解析
し、他の種とのゲノム構造と機能の違いを探ることにより、ヒトの遺伝的特徴を解明す
るための基礎的知見を集積し、新たな遺伝子機能の発見や、生物の進化、さらには言語
や脳の働きをはじめとするヒトの遺伝的特徴の解明を目指す基盤を形成する。

このため、ゲノム解読と比較解析による遺伝的特徴抽出の研究提案を公募し、戦略的
に取組むべきテーマを選定する。成果については、データベースに一元的に保管、提供
できる環境を整備する。

⑤予算額及び 平成１８年度概算要求額：１２４百万円（新規）
事業開始年度 事 業 開 始 年 度：平成１８年度

⑥事業開始時に 〔拡充事業の場合のみ記入〕
おいて得よう
とした効果

⑦得られた効果 〔拡充事業の場合のみ記入〕

⑧得ようとする 【得ようとする効果】 ⑨達成年度
効果及び上位 比較ゲノム研究に必要な基盤となるデータの蓄積が図られ
目標との関係 ることにより ヒトの遺伝的特徴の解明が進展するとともに 平成２２年度、 、

病気の治療や脳機能の解明などに資する技術への貢献が期待
される。

また、ヒトゲノムの解析の際には、我が国は貢献度第３位
であったものの、完全長 など遺伝子解析においてはcDNA
優位性を確保したところであり、これらの意味解明のために
も、ヒト以外の未解析のゲノムについても、優位性のある材
料を用いて我が国のゲノム解析分野における地位を確保す
る。

⑩必要性 平成14年にとりまとめられた「ライフサイエンスに関する研究開発の推進方策につい
て」においては 「生物種ごとに遺伝的な背景が異なり、また、個体毎に遺伝子型が異、
なることは 生命活動やヒトを理解する上で大きな手がかりを提示するものである 中、 。（
略）ゲノム配列を比較することにより、ゲノムから生物の進化を、ひいては、ヒトの遺
伝的特徴を明らかにしていくことが可能となる」とされており、その必要性は以前より
指摘されているところである。

また、本年１月にとりまとめられた「ライフサイエンス分野における研究開発の方向
性について」においても、国家プロジェクトとして重点投資が必要な分野として「比較
ゲノム研究や創薬、オーダーメイド医療等 （ⅰ） の成果を活用した研究を実施する」、 *1

とされたところであり、比較ゲノム研究の重要が指摘されている。
、 「 」 、一方 米国においては 動物ゲノム が農務省やNIHなどにより重要なテーマとされ

大規模なプロジェクトとして開始されるなど、国際的にみても各国において研究が盛ん
に進められている。米国からは我が国固有種のゲノム解析の提案もあり、我が国固有種
の遺伝情報を他国の支配下におかれるという事態を招かないためにも、本分野の研究に
早急に取り組む必要がある。



⑪効率性 【事業に投入されるインプット（資源量 】）
本事業の予算規模は１２４百万円である。また、我が国にはヒトゲノムの解読の際に

整備された設備と人的資源及びノウハウの蓄積があり、新たに多くの投資を必要としな
い。

【事業から得られるアウトプット（活動量 】）
本事業により、新たな動物種のゲノムデータの蓄積が進むとともに、比較解析によっ

て、新たな遺伝子機能の発見や、生物の進化、さらには言語や脳の働きをはじめとする
ヒトの遺伝的特徴の解明に向けた研究が一層加速すると期待される。生物の進化の解明
はライフサイエンス研究の大目標の１つであり、我が国の研究の優位性を確保する観点
からも、これらの成果の創出に向けて、本事業に積極的に取り組む必要がある。

⑫想定できる代 ゲノムを解読するためには、例えばヒトの場合３０億個の塩基対を解読する必要があ
替手段との比 り、その解析に必要な膨大なマンパワーや経費等を必要とする。また、ヒトの遺伝的特
較考量 徴を明らかにするためには、単一種のゲノム情報だけではなく、原猿類等ヒトと近縁の

多くの種の全領域の解析を行わなければならない。これらの観点から、本事業は、個別
の研究者の興味を越え、戦略的に我が国として確保すべきゲノム情報を解析する国家プ
ロジェクトとして取り組む必要がある。

農林水産省においては、産肉性や肉質などが優れたブタの選抜育種への貢献等を目指
し、家畜ゲノム解析を行っている。このように別途解析が行われている動物種について
は、データを活用することにより、効率化を図る。

⑬ 指標・参考指 論文等の状況（数、 、成果の情報提供、活用状況 等IF）
有 標

効 効果の把握の 研究報告及びそれに対する評価等による。
仕方

性
得ようとする 本分野の我が国の位置づけは、イネゲノムでは世界第１位（５５％ 、ヒトゲノムの）
効果の達成見 解析に当たっても世界第３位（６％）であり、優位な状況である。また、米国において
込み及びその も動物ゲノムが重要視され始めるなど、本分野への関心の高まりも見られる。
判断根拠 このような中、世界に先駆けて国家プロジェクト化し、ゲノム解読と比較解析による

遺伝的特徴抽出の研究に取り組み、成果をデータベースに一元的に保管提供できる環境
を整備することによって、ゲノムに基づく進化の解明等の分野で我が国が確固たる地位
を確立することができる。

⑭公平性、優先 [政策の特性に応じて、必要により評価]
性

⑮評価に用いた
データ・情報
・外部評価等

⑯備 考



研究のイメージ

比較ゲノム解析プロジェクト
目 的：進化上ヒトに至る動物のゲノムを解読、比較し、その構造と機能の違いを探ることにより、ヒトの遺伝的特徴を解明するた

めの基礎的知見を集積する。

本分野を取り巻く背景：

①ヒトゲノムの機能を明らかにするためには他種との比較解析が有効であり、 ヒトに至る未解読の種の解読と解析が必要。

②米国から我が国固有種の解析を提案されており、我が国固有種の遺伝情報を他国の管理下におかれかねない状況。

平成１８年度概算要求額
１２４百万円（新規）

ヒトの遺伝的特徴を、進化の過程を踏まえつつ明らかにす
ることを目的に、

①これまでに解読が進んでいない動物のゲノム解読
②当該解読結果と既解読種のゲノム情報比較

を行い、ゲノム機能の解明を進める研究を公募により選定。

個別の課題は、２年程度の研究期間とし、5年間で８種程
度を対象とすることを目指す。

研究期間：平成18年度～平成22年度（５年間）

これまでに明らかになっているゲノム：ヒト、チンパンジー、ラット、マウス、ニワトリ、フグ、ショウジョウバエ 等
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